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　健
康・福
祉

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通

知
書
を
送
付
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
９
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

平
成
27
年
５
月
に
、
投
与
期
間
７
日

間
以
上
の
薬
の
処
方
を
受
け
た
65
歳
以

上
の
方
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
１
０
０
円
以

上
を
軽
減
で
き
る
方

問　
国
保
年
金
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
世
帯
主

宛
）
に
医
療
費
通
知
を
年
４
回
送
付
し

て
い
ま
す
。

今
月
中
旬
頃
、
医
療
費
通
知
を
送
付

す
る
予
定
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合

医
療
費
通
知
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
て

い
な
い
、
日
数
・
回
数
が
多
い
な
ど
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
元
の

領
収
書
等
を
ご
覧
に
な
り
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
に
お
け

る
医
療
費
控
除
の
証
明
書
と
し
て
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
の
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

※
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た

額
は
10
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額

に
な
り
ま
す
。

問　
国
保
年
金
課　

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
４
３

年
金
相
談
の
ご
案
内

千
葉
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約
制
に

よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
予
約
申
込
方
法

相
談
さ
れ
る
方
は
、
電
話
ま
た
は
、

年
金
相
談
窓
口
で
予
約
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付

け
が
で
き
ま
す
。

◆
予
約
時
間
帯

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
日
午
前
9
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

（
原
則
第
２
土
曜
日
）

（
い
ず
れ
も
正
午
～
13
時
を
除
く
）

◆
相
談
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
（
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
）、
年
金
証
書
、

振
込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談
者

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
の
う
え
、
予
約
時
間
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
予
約
申
込
番
号

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
４

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分

～
午
後
5
時
（
土
日
祝
日
、
12
／
29
～

１
／
３
を
除
く
）

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

日
本
年
金
機
構
が
提
供
す
る
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
年
金
に
関
す
る

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。　

ご
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取
得
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�http
://w

w
w
.nenkin.

go.jp/n_net

山
武
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
助
成

事
業
の
助
成
対
象
団
体
が
決
定

６
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
、
地
域
福

祉
計
画
推
進
委
員
会
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
に

よ
り
、
次
の
団
体
が
対
象
と
な
り
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

（
地
域
福
祉
活
動
を
応
援
す
る
事
業
で
、

１
事
業
に
つ
き
、
15
万
円
を
限
度
に
助

成
金
の
交
付
を
行
う
事
業
で
す
）。

①�

北
地
区
敬
老
行
事
実
行
委
員
会
（
松

村
三
陽
子
）

②
南
天
の
会
（
高
木
壽
）

③�

山
武
「
健
康
と
ふ
く
し
の
会
」（
鈴

木
伸
子
）

④
あ
す
な
ろ
う
会
（
宮
野
栄
一
）

⑤�

大
富
地
区
高
齢
者
等
の
支
援
を
考
え

る
会
（
長
谷
川
博
信
）

⑥�

蓮
沼
地
域
敬
老
ふ
れ
あ
い
会
実
行
委

員
会
（
小
川
浩
）

　
（　
）
内
は
代
表
者
氏
名
・
順
不
同
・

敬
称
略

平
成
28
年
度
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
に

て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問　
社
会
福
祉
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２
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行政からの
お知らせ

information

ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
ち
ばM

y Style D
iary

」

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
開
始
！

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
育
児
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
皆
さ
ん
を
応
援
す

る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
配
信

を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
機
能

・
県
や
市
町
村
か
ら
の
、

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
に
関
す
る
支
援
情

報
の
配
信

・
医
療
24
時
間
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

・
イ
ク
メ
ン
応
援
機
能

・
妊
娠
・
出
産
、
育
児
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

・
写
真
日
記

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
使
え
る
チ
ー
バ
く
ん

ス
タ
ン
プ　
等

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ

　

http://goo.gl/kxLuy7

（
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

対
象
地
域　
県
内
全
市
町
村

問　
ア
プ
リ
内
容
・
動
作
等
に
つ
い
て

　
　
日
本
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

☎
０
３（
６
８
３
０
）２
９
８
７

問　
山
武
市
の
配
信
内
容
に
つ
い
て

　
企
画
政
策
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

あ
ん
と
ん
ね
ぇ
さ
～
in
山
武
市

『
九
十
九
里
地
域認知

症
家
族
の
会
』

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

同
士
で
、
介
護
の
悩
み
や
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
?

日
時　
９
月
29
日
㈫　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

会
場　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

内
容　
参
加
者
交
流
会
と
個
別
相
談

対
象　
認
知
症
の
方
（
疑
い
を
含
む
）

を
介
護
し
て
い
る
方

※
市
外
在
住
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

～
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う
～

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
家
族
を
地
域
で
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。

日
時　
９
月
12
日
㈯　
午
後
７
～
８
時

会
場　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

講
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

※
テ
キ
ス
ト
を
配
付
し
ま
す
。
準
備
の

都
合
上
、事
前
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

・
　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

　
　
　
光
森

０
９
０（
７
９
０
７
）５
３
１
８

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室　

～
無
料
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
～

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

の
知
識
や
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
食

事
・
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

対
象
者　
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
40
～
64
歳
ま
で
の
市
民
の
方

・
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

・
標
準
体
重
よ
り
も
体
重
が
多
い
方

・
な
る
べ
く
全
教
室
に
参
加
で
き
る
方

日
時

①
10
月
23
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

②
11
月
５
日
㈭　
正
午
～
午
後
３
時

③
11
月
25
日
㈬　
午
前
9
時
30
分
～
11

時
30
分

④
12
月
14
日
㈪　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

⑤
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

内
容

○
美
し
く
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方

法
や
家
庭
で
も
続
け
ら
れ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
な
ど
。

○
６
０
０
㎉
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
の
試
食

○
生
活
習
慣
の
見
直
し
方
法

参
加
費　
無
料
（
試
食
弁
当
の
実
費
は

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

会
場　
山
武
市
役
所　
大
会
議
室

申
込
締
切　
10
月
13
日
㈫

定
員　
40
人

・
　
健
康
支
援
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

自殺予防週間のおしらせ
　9月10日㈭ ~9月16日㈬は自殺予防
週間です。
　どんなに精神的に強い人でも悩みご
とや心配ごとが続けば次第に心のバラ
ンスが崩れてしまいます。そんな時は、
家族や友人、職場の仲間などの身近な
人に気持ちを打ち明
けてください。直接
解決に結びつかなく
ても、気持ちの整理
ができ心が楽になる
こともあります。
　自殺は、心理的に追い込まれた末の
死と言われます。
　眠れない、食欲がない、引きこもり
がちになるなど、まわりの人の「心の
サイン」に気づいたら、まずはじっく
り話をきいて、専門の相談機関へつな
げましょう。
問　健康支援課
　☎0475（80）1171
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看護部長　岩澤　紀子

副看護部長　井上　純子

成田国際空港空の日フェスティバル２０１５
　1992 年に「空の日」･「空の旬間」が定められてから、成田国際空港においても、空港をご利用の
お客様や周辺地域の方々に、空港に親しんでいただくことを目的に、「空の日」･ 空の旬間」記念事業成
田地区実行委員会が中心となって各種事業を行ってい
ます。
　中央広場で行う「空の日フェスティバル2015」は、
ステージイベント、模擬店の出店、お楽しみ抽選会など、
楽しいイベントが盛りだくさんです。成田空港で秋の
一日をお楽しみください。
日時　9月13日㈰　午前10時30分 ~ 午後４時40分
場所　成田国際空港第2旅客ターミナルビル前　中央広場
問　成田国際空港㈱　総務人事部
　　☎0476（34）5404

　看護部長を拝命し、病院職員の大半を占める看護部のトップとしての責任の重さを感じ
ている日々です。大きく変化する医療の中で、生き残るための判断力・決断力・実践力を
身につけるとともに、人材育成はもちろん常に経営的視点を持つことの重要性を痛感して
います。
　看護部は、人の心と身体の両方をサポートする専門職として「看護を必要とする人々の
思いを大切に質の高い看護を目指します」を理念に、訪問看護ステーションと連携し高齢
化に配慮しながら、在宅・地域へとつなげる看護を提供しています。さらに、山武医療圏
で唯一お産ができる病院として安全・安心な医療を提供できるよう努めてまいります。

　副看護部長は、看護部長の補佐および看護師長の指導、相談が役割ですので、看護
部の理念に基づき、目標達成に向けて日々活動しています。また、兼務で当医療センター
の訪問看護ステーション管理者をしています。当ステーションは、在宅療養される利
用者様、ご家族の皆様が安心して過ごすことができるよう 24時間 365 日にわたりサー
ビス提供ができる体制を整えております。当院を退院される患者様はもとより、地域
のケアマネージャーの方々や開業医の先生方と連携して、看護を必要とする皆様に訪
問させていただいています。

整形外科病棟職員 混合病棟職員 内科病棟職員 外科病棟職員

　高齢者の患者様が大半を
占め緊急入院の多い病棟で
す。日常生活動作の低下か
ら看護援助が必要な方が多
いため、リハビリの強化に
努め、積極的に他職種・他
部署との連携を図り退院支
援を行っています。

　産婦人科・小児科・小児
外科・眼科・歯科口腔外科
など、複数の診療科の患者
様が入院されます。患者様
が安心してお産や手術、検
査を受け、満足していただ
けるよう、心のこもった看
護を提供するために頑張っ
ています。

　高齢で日常生活援助が必
要な方が多いため、ケアの
充実や身体機能の回復に向
けて日々取り組んでいます。
患者様が退院後も安心して
療養できるよう、他職種と
協同して、療養のサポート
を行っています。

　急性期治療が必要な患者
様や、消化器疾患や乳腺疾
患などの周術期、化学療法、
終末期と幅広いステージの
患者様が入院しています。
患者様が安心して、「この病
院でよかった」と思ってい
ただけるよう頑張っていま
す。

問　さんむ医療センター　0475（82）2521（代表番号）

地方独立行政法人さんむ医療センター　平成２７年度看護部職員を紹介します！


